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	特集	 物理化学障害による皮膚病 新しい年を迎え，皆様それぞれ心に期するもの
があると思います．私にとって昨年は，十年前に
着手した実験が漸く論文として受理され，感慨深
い年でした．臨床家は，一年一年経験を積むたび
に，これまでにない新しい発見がありますが，そ
れと引き換えに過去の旧い記憶は薄れてしまいが
ちで，結局は同じなのかもしれませんが，そうな
らないように自戒の念を込めながら今年も過ごし
ていきたいと思います．
さて，本年最初の号を飾る新春放談ですが，今

年のテーマは「爪の診かた」でした．私を含め多く
の皮膚科医にとって爪の診かたは難しく，とくに
真菌症や炎症性角化症などの疾患に当てはまらな
いような爪だけの変化は困ります．また，爪の変
化が起因するものは爪母の炎症なのか爪床の変化
なのか，考えながら診察しているかと言われれば
心もとない気がします．
座談会では，常々疑問に思っていたdystrophia 

unguis mediana canaliformisの話も出してみまし
た．その原因については，自分の爪で圧す癖によ
ると書かれたものもありますが，これまで見てき
た患者さんは皆否定しますし，足趾の爪に起きる
ものは説明がつきません．周期性に出てきてやが
て自然に軽快してくる患者さんもいますし，家族
性に起こる症例もあります．したがって，爪の脆
弱性など何らかの素因を持った人に生じる原因不
明の病態と今は理解していますが，原因に関して
はいくつかあるのかもしれません．中央に樅の木
状に縦走する本症と，いわゆる洗濯板状爪の異同
も含めて，読者の皆様の経験を聞いてみたいとこ
ろです．
本誌の座談会は私にとって初めての経験で，ど

こで自分が口を挟んでよいのかわからないまま戸
惑いながらの一時間でしたが，西山先生の変わら
ない迫力を感じながら，あっと言う間に過ぎた幸
せな時間でした． （T.Y.）
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